４　選手の流れ　　　　　　　　
（１）受付 → 開始通告
　　 ①　計画輸送下車場所から、監視誘導・選手受付と宿泊輸送役員が受付まで引率誘導する

②　受付終了後、各チームの選手・監督はアイソレーションゾーンで待機

③　主任審判員は他の審判員とともに開始通告場所へ移動する
④　アイソレーション主任は、開始通告10分前に開始通告準備のコール、開始通告５分前に集合コールを行い、選手・監督に健康チェック票およびユニホーム(ナンバーカード付) を持参させ、都道府県毎(スタート順) に整列させる

⑤　主任審判員は開始通告をし、選手・監督の点呼を行う

⑥　選手確認等が終了したら、審判団はオブザベーションに備え競技会場に戻る
（２）アイソレーション → オブザベーション → アイソレーション（オブザベーションの実施）
①　アイソレーション役員はオブザベーションを行うのでコールゾーンへ移動するよう連絡する
・オブザベーション用の用紙・筆記具が必要なチームには、自由に持ち出せるよう、アイソレーションルーム（仮説テント）内に用意しておく
・スタート順３番目までのチームについては、荷物を持ってコールゾーンへ移動するようあわせて連絡する。４番目のチームには、オブザベーションを終えてアイソレーションへ戻っても直ぐにコールゾーンに向かうことになることを予め案内する（アイソレーション役員がアナウンス）。このとき、忘れ物はないか当該チームに注意をうながすこと
　・全チームが同時にオブザベーションを行う

②  監視誘導役員とコールゾーン役員は選手・監督をウォール脇の待機場所へ誘導し、主任審判員の指示があるまで整列させておく
③  主任審判員の指示で審判員、監視誘導役員、コールゾーン役員は選手・監督がウォールを見ないように監視しながら、ウォール脇の待機場所からウォール前に移動させる
④  オブザベーション中、審判員は不正（写真撮影、指定外の用紙の使用など）が無いか監視する
　・種別毎に一斉オブザベーション

⑤  オブザベーション終了後、審判員と監視誘導役員およびコールゾーン役員は、選手・監督がウォールを見ないように監視しながら、ウォール脇の待機場所へ誘導する
　・一斉誘導        
⑥　監視誘導役員とアイソレーション役員は、スタート順４番目以降のチームをアイソレーションゾーン（仮説テント内）へ誘導する

⑦　監視誘導役員とコールゾーン役員は、スタート順１～３番目のチームをコールゾーンに留め、特に１・２番目のチームについては速やかに競技の準備をさせる
（３）アイソレーションゾーン → コールゾーン（競技中の競技場への移動）
①　次の３チームが必ずコールゾーンで待機・準備しているようにする

   （アイソレーション役員は、コールゾーンへの送り出しが近づいているチームの居場所を把握）
②　コールゾーン役員は、最初のチームの競技がスタートしたら、アイソレーション役員に無線で連絡、次のチーム（２選手）をコールゾーンに送ってもらう。以降順次繰り返す
③　アイソレーション役員はコールゾーン役員より無線連絡を受けたら、速やかに次チームを集合させ、監視誘導役員に引き渡す。このとき、忘れ物はないか当該チームに注意をうながすこと
④　監視誘導役員は選手（２人）をコールゾーンへ誘導する
⑤　監督が同行している場合は競技エリア内の監督席へ誘導する
⑥　アイソレーション役員は、アイソレーションゾーンに貼り出したスタートリストに、送り出したチームをチェックする（アイソに残るチームに進行状況を伝えるため）

⑦　コールゾーン役員は、選手が到着したらアイソレーション役員に無線で連絡（完了報告）をする
（４）コールゾーン → ウォール → 終了選手待機所所（競技開始から終了）
①　コールゾーン役員、物品運搬役員は次チームの選手・監督に荷物をカゴに入れるよう連絡する
②　コールゾーン役員は競技開始１分前に、次チームの選手にスタートの準備をするよう連絡する
③　物品運搬役員は選手がスタートしたら、選手の荷物を終了選手待機所へ運ぶ
④　監視誘導役員（同補助員）は、競技が終了した選手・監督を終了選手待機所に誘導する
⑤　物品運搬役員は、受付とコールゾーンで預かった荷物を監視、終了選手待機所で返却する
また、コールゾーン周辺の忘れ物に注意して、あれば補助員に連絡して回収と返却をする
⑥　物品運搬役員は、受付で預かった持ち込み禁止機器を持込禁止物返却所で返却する。あわせて放送席から選手持ち込みＢＧＭのＣＤを回収して返却も行う

　（５）テクニカル・インシデント発生時の流れ
　  Ⅰ．選手がレジティメイトポジションになくテクニカル・インシデントを主張した場合
　　　  （すなわち落下してからテクニカル・インシデントを主張した場合）　　
①　選手がテクニカル・インシデントを申告
②　該当ルートの審判員は、発生高度、発生時間をメモの上、すぐに主任審判員あるいは副主任審判員に連絡する
③  副主任審判員は当該選手をテクニカル・インシデント・ゾーンに移動させる
④  競技進行統括は、テクニカル・インシデント担当の監視・誘導役員に連絡し、副主任審判員から選手の引き渡しを受ける
⑤  テクニカル・インシデント担当の監視誘導役員は、選手をテクニカル・インシデント・ゾーンに選手を入れる
⑥  テクニカル・インシデント担当の監視誘導役員(補助員)は、テクニカル・インシデント・ゾーンの選手を監視
⑦  主任審判員は、ホールド、クイックドロー等の状態をセッターに確認を求め、選手の申告がテクニカル・インシデントに該当するかどうかを検討し、判定を下す
⑧  テクニカル・インシデントであると判定された場合、主任審判員は該当選手に再競技を行う旨を伝える。また、概略の再競技時間を選手に伝える
⑨  主任審判員は競技進行統括にテクニカル・インシデント発生を連絡
　　     主任審判員は、再競技の時間を競技進行統括に連絡し、競技進行統括（副部長）はテクニカル・インシデト・ゾーン、放送席および各セクションへ連絡し周知する
Ⅱ．選手がレジティメイトポジションにありテクニカル・インシデントを主張した場合。

　　　 （すなわちクライミング中にテクニカル・インシデントを主張した場合）

1 選手がテクニカル・インシデントを仮申告
2 該当ルートの審判員は、発生高度、発生時間をメモの上、すぐに主任審判員あるいは副主任審判員に連絡する
3 該当ルートの主任審判員あるいは副主任審判員は、選手にテクニカル・インシデントを本申告し競技を中止するかどうか口頭で確認する

4 選手が競技を中止する場合、審判員はビレイヤーに選手を下ろすよう指示する
（選手が競技を続行する場合、そのまま競技を進行させる。選手が下りてきてからの抗議は受け付けない）

5 副主任審判員は当該選手をテクニカル・インシデント・ゾーンに移動させる
6 競技進行統括は、テクニカル・インシデント担当の監視誘導役員に連絡し、副主任審判員から選手の引き渡しを受ける
7 テクニカル・インシデント担当の監視誘導役員は、選手をテクニカル・インシデント・ゾーンに選手を入れる
8 テクニカル・インシデント担当の監視誘導役員(補助員)は、テクニカル・インシデント・ゾーンの選手を監視
9 主任審判員は、ホールド、クイックドロー等の状態をセッターに確認を求め、選手の申告がテクニカル・インシデントに該当するかどうかを検討し、判定を下す
10 テクニカル・インシデントであると判定された場合、主任審判員は該当選手に再競技を行う旨を伝える。また、概略の再競技時間を選手に伝える
11 主任審判員は競技進行統括にテクニカル・インシデント発生を連絡
12 主任審判員は、再競技の時間を競技進行括統（副部長）
13 に連絡し、競技進行統括はテクニカル・インシデント・ゾーン、放送席および各セクションへ連絡し周知する
５　役員の任務
（１）審判員　（判別が容易なように審判員は橙色の帽子をかぶる）
①　主任審判員　［佐原　晴人］
※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 およびリード競技規則
· 審判長の指示に従い審査し、その結果を審判長に報告する
· ジャッジに係る総括及び競技に係る円滑な運営の指示及び把握

· ルート及びルート図の受け取り、確認

· ルート・セッター、競技進行統括との全体調整

· ジャッジペーパーの確認、サイン
· 開始通告、終了通告、オブザベーションにおける指示、運営
· 終了通告時における抗議の対応

· 競技前におけるウォールの安全、準備の確認
· 退場（レッドカード）、警告の（イエローカード）指示
· テクニカル・インシデントの判断

· ビデオカメラの設置場所の決定
· トランシーバー通信の確認

· 総合成績の講評原稿作成
②　副主任審判員　［武井　浩］［佐藤　誠］
※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 およびリード競技規則
· 主任審判員を補佐し、主任審判員に事故があったときその職務を代行する
· ルート図の配布、ルート図に基づきルートの確認（ホールドのナンバリング、クイックドロー）
· ルート・セッター、競技進行統括との全体調整補助
· スタートホールド、最終ホールドの確認
· 開始通告、終了通告、オブザベーションにおける補助、監視
· 開始通告時の選手、監督写真照合と選手の健康チェックの補助、及び服装、ナンバーカードチェックの補助
· 終了通告時における抗議に対する対応

· 競技前におけるウォールの安全、準備の確認、およびスタート審判への合図

· 各都道府県競技前におけるスタート準備の確認（監視・誘導と連絡）

· 担当ルートのジャッジ及びジャッジペーパーへの記入
· 退場（レッドカード）、警告の（イエローカード）指示
· テクニカル・インシデントの対応　　　
· ビデオカメラの設置場所の決定補助
· トランシーバー通信の確認
③　審判員　[池田　悦子］［清藤　祐貴雄］［伊藤　崇文］［千葉　真英］［伊藤　周子］　
※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 およびリード競技規則
· 審判員は、主任審判員及び副主任審判員の指示に従い審査し、その結果を競技終了後速やかに副主任審判員に連絡する

· ルート図の作成補助

· ルート・セッターとのナンバリング調整

· ルート図に基づきルートの確認（ホールドのナンバリング、クイックドロー）
· スタートホールド、最終ホールドの確認
· オブザベーションの監視
· 開始通告時の選手、監督写真照合と選手の健康チェック、及び服装、ナンバーカードチェック
· 開始通告時、ユニホームメーカーのロゴをチェックし、規定（面積30ｃ㎡ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄロゴ・長さ10cm以内の帯状製品ロゴ）以上の大きさの場合は、アイソレーション役員に指示しガムテープで覆う
· 競技前におけるウォールの安全、準備の確認（壁面・床面・クイックドロー）
· 終了通告時における抗議に対する補助
· 担当ルートのジャッジ、副主任審判へのジャッジ結果連絡
· 退場（レッドカード）、警告の（イエローカード）指示
· テクニカル・インシデントの対応（発生時の高度、時間記録）
（２）ルート・セッター
①　チーフ・ルート・セッター［松島　暁人］
※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 第２５条、第３５条、第３６条 およびリード競技規則
· 競技ルートの立案、計画、作製

· ホールド、およびプロテクションその他の器具類の設置

· ルート図の作成（審判員の作成したルート図のナンバリング）

· 主任審判員の指示、および定期的又は必要に応じて、クライミング・ウォール、ホールドのメンテナンス、メンテナンス指示、クリーニング、クイックドロー等の点検、管理
· 競技の技術的標準と安全性を確認し、競技エリア内における技術的問題について主任審判員に助言を行う

· 公式記録ビデオカメラの設置場所の決定に際し、主任審判員に助言を行う

· クライミング・ウォール上での事故防止、救助　

· オブザベーション時におけるルートの注意、説明　　　
· テクニカル・インシデントにおける対応
②　ルート・セッター［伊藤　剛史］［米倉　亜貴］［黒柱　樹人］［笠原　大輔］　
※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 第２５条、第３５条、第３６条 およびリード競技規則
· 競技ルートの計画、作製

· ホールド、およびプロテクションその他の器具類の設置

· ルート図の作成（審判員の作成したルート図のナンバリング）

· 主任審判員の指示又はチーフ・ルート・セッターの指示に従い、定期的又は必要に応じて、クライミング・ウォール、ホールドのメンテナンス、クリーニング、クイックドロー等の点検
· チーフ・ルート・セッターの補助　　　　
· テクニカル・インシデントにおける対応
③　ルート作業員

· ルートセット補助 とビレイヤー補助
（３）ビレイヤー・ルート作業員　　
 　　　 ［千葉　健吉］［高田　義明］［坂本　大輔］［立花　知泰］［長坂　至悦］［小松　貴志］
［熊谷　千秋］［高杉　光昭］［細川　優樹］［石山　哲平］［高野　敦］［駒ヶ嶺　智弘］
※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 第２５条およびリード競技規則、
· ２人１組で選手確保業務（確保者１人、確保補助１人）

· コールゾーンで次選手のクライミング用具（ハーネス等）の安全性を確認し、選手と確保者をロープ結束する。安全確認に最大限努力する

· スタート審判の合図で選手をウォール下に誘導する
（左ルート：○○―１　右ルート：○○―２）

· 確保補助者は必要に応じて、安全マットを用意する
· 競技終了選手のロープを速やかに解き、競技進行に協力する
（４）競技進行統括［村上　伸男］　
· 競技会場での競技進行状況把握し、競技が滞らないよう全体調整をする
· 競技の進行状況を実施本部に無線で報告する
· 出場競技者申告票の整理（管理及び点検整理）
· トランシーバーの配布、回収及び通信の確認
（５）選手受付［千葉　洋一］［及川　憲一］［佐藤　安美］［小笠原　重夫］　
　　   　　　　　補助員：　井上　玄大　赤間海紗綺　高橋　空良　３人

※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 第２５条、第２６条、第２８条、第３１条、第３３条、
第３４条、第３９条、第４０条、第４１条、およびリード競技規則
· 選手の受付（選手・監督の出欠確認）
· 氏名（漢字にはふりがな）、ナンバーカード番号、顔者写真等のチェック
· 必要書類等の配布
· 持込禁止機器（携帯電話又はこれに類する電子機器、コンピュータ等）の確認、預かり、保管

· 競技中に使用するＢＧＭのＣＤの受領し、物品運搬役員(補助員)が放送席へ運搬
· 第２グループ以降の計画輸送下車場所から受付まで先頭（１人）をする。成年男子予選は、先頭(１人)と中間（１人）を引率誘導する（宿泊輸送役員は最後尾につく）
· トランシーバー通信の確認
（６）アイソレーション・監視誘導 ・コールゾーン 
※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 第２５条、第２６条、第２８条、第３１条、第３３条、
第３４条、第３９条、第４０条、第４１条、およびリード競技規則

①　アイソレーション役員［藤原　拓］［四戸　岳也］［加藤　栄理子］　補助員：熊谷　宗平　１人
· アイソレーション・ゾーン（選手控室）への持ち込み禁止の監視、選手の移動及び接見監視

· 監視誘導・コールゾーン役員の配置を確認して連絡をとり選手の移動をコントロールする
· 開始通告時、選手・監督を誘導整列させる。
· ロゴチェックは、規定以上の大きさの場合は、審判員の指示により白色ガムテープで覆う
· ウォームアップウォールの安全管理をし、混雑する時は、競技順の早い選手を優先させてウォーミングアップさせる
· 不正行為を発見したときは注意し、直ちに主任審判員に報告する
· オブザベーションへの誘導連絡をする
· アイソのクローズ（受付終了）とアイソが空（コールゾーンへの送り出し終了）になった時に競技進行統括  村上 へ連絡する
· トランシーバー通信の確認
②　監視誘導役員 ［三浦　武雄］［福田　孝］［赤坂　次男］　補助員：　田沼　歩幹　１人
· 競技日の第１グループの選手・監督を、計画輸送下車から選手受付までの誘導・引率をする
第２グループ以降は選手受付、輸送宿泊役員が対応する

· スタートリストにより、選手・監督をアイソレーションからコールゾーンへ監視・誘導する

· テクニカル・インシデントの際、テクニカル・インシデント・ゾーンへ誘導して監視
· 競技終了選手の誘導
③　コールゾーン役員　［佐々木裕一］［諏訪木秀夫］  補助員：高杉 優紀　舘岡　瑛　２人
· 撮影機器や通信機器等の使用、ウォールの写真やコピ―の使用等の不正行為を監視する
· 開始通告時の誘導整理補助
· 審判員の指示に従い、選手の競技スタートの誘導をおこなう
· 不正行為を発見した時や不正が疑われる時は、主任審判員に報告する
· トランシーバー通信の確認
（７）公式記録
  　　公式記録役員［前田　義則］［佐々木四士美］［三浦　卓男］［高橋　茂樹］［立花　昌雄］　　
補助員：　徳田　陽介　熊谷　悠斗　２人
※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 第２５条、第３７条、第４２条、およびリード競技規則
· ジャッジ用ビデオ撮影をおこなう（撮影位置を事前に副主任審判と打合せする）
· スタートの合図で撮影を開始し、競技が終了するまで撮影を続ける
· 各種別とも選手毎で撮影を区切る（抗議に対してすぐに対応）
· 必要に応じ審判員立会いにより、ビデオ判定室で審査確認の録画再生操作をする  

· 各種別とも予選、決勝毎にＳＤカード一枚に録画する  
· 終了通告後、ＳＤカードに日付、競技種目・種別を記入しビデオ判定室に提出する
（８）計測タイマー
計測タイマー役員　［伊藤　義幸］［佐々木優理子］［田中　耕一］［田沼　政司］
　　　　補助員：　玉山　輝・内宮　稜太　　徳永　太郎・千葉　　遼　
川代　迅・大田　知希　　工藤　諒太・杉澤　晧野　　　　　４(8)人　　
※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 第２５条、第３６条、およびリード競技規則 
· 計測・タイマー役員は、主任審判員の指示に従いタ１イマーの操作を行う
· オブザベーションの時間計測（予選６分、決勝６分）

· 競技時間の計測（40秒のオブザベーション時間含む、予選６分、決勝７分）
· 決勝時のみクライミング時間の計測をおこなう
· テクニカル・インシデント発生時の時間記録
· トランシーバー通信の確認

（９）成績入力集計
　成績入力集計役員［土村　啓明］［千田　愛鐘］　（本部）[滝内　壽一]［山本　和幸］
補助員：　田代　初　西森　優　石川　彩花　　３人
※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 およびリード競技規則

· 競技記録の入力集計
· 競技記録の実施本部への送信及び競技記録データの管理
· スタートリスト、ジャッジペーパー、成績集計表等の印刷
（予選のスタートリスト、ジャッジペーパーは事前に配布する）
· 各部署へのスタートリスト等の配付等を行う（実施本部、審判、選手受付、アイソレーション、コールゾーン、監視誘導、計測タイマー、進行アナウンス、救護など）
· トランシーバー通信の確認
(10)　チーム名表示（速報表示）

　チーム名表示（速報表示）役員　［室岡　康正］［横沢　一則］［吉田　克彦］　　
補助員：加藤　翔馬　石嶋　魁人　中澤　大翔　松峯　快成　４人
※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 およびリード競技規則
· スタートリストに基づき、観客用の県名掲示板に県名が記載されたプレートを掲示する
· 成績速報を掲示する。合わせて成績速報集計の最終競技チーム名プレートを掲示する
· 本（公式）成績を掲示して仮（速報）成績を外す
· トランシーバー通信の確認
（11）物品運搬
　　　物品運搬役員［桑原　清孝］［佐々木　勝則］　
補助員：齊藤 諒太　菅原 輝一　佐々木 諒　長沼 和貴　佐々木 理玖　佐藤　知真　６人
· 競技選手の移動に従い、競技選手の荷物をコールゾーンから終了選手待機所へ運搬
· 競技選手の荷物、持込禁止機器等の監視・返却
（12）進行アナウンス(競技ナレータ)
　　　進行アナウンス［川村　美香］［八重樫　鶴代］
　　　　　補助員：小野 聖那　　佐々木 愛乃・細田 まゆ   ２(3)人
※ 国民体育大会山岳競技 共通規則 およびリード競技規則
· リード競技エリア内アナウンス　　　
· 選手プロフィールの内容チェック、整理
· 競技進行に伴うアナウンス、ルール説明、選手紹介等
· 観客への注意事項アナウンス　
· 選手持ち込みＣＤ(ＢＧＭ)の管理
· トランシーバー通信の確認
（13）放送　　
　　　［業者］音響オペレーター、音響機器の操作、ＢＧＭ放送
（14）救護(競技エリア)　　Ｌ・Ｂ共通

救護 [医師　中島　隆之］　[看護師 　１］ 「医療救護係   １」：配置Ｂ　
［看護師　２　　　］　[看護師　 ３］ 「医療救護係   ２」：配置Ｌ　　
· 競技参加者等で、体調不良やけが等の申し出のあった者を、滞りなく医師に引き継ぐ

· 医師の指示により、救急医療業務、応急処置、看護等の補助をおこなう
· 来訪状況(受診、症状、手当状況等)の確認
· 「処置記録兼診療依頼書」を作成する
· 薬品、器具類の点検整備　　　　　
· トランシーバー通信の確認
（15）補助員統括［村上　伸男：兼務］
· 競技補助員(高体連)の出欠や健康状況を把握・管理する

· 競技進行統括(本人)と連携、競技場と実施本部間や審判部、その他の運営係間の通信・連絡調整等の伝達、会場整理等を、競技補助員(高体連)を統率しておこなう
· 競技補助員(高体連)を必要とする運営担当部署へ補助役員をおくりとどける
· トランシーバーの通信の確認。
６　補助員の任務　　
（1）選手受付　　　　［井上 玄大］［赤間　海紗綺］［高橋 空良］　　　　　　　　　 　　盛岡南高校　
· 受付業務の補助、資料配布の補助
· 持ち込み禁止物（携帯電話又はこれに類する電子機器、コンピュータ等）の預かり、終了選手待機所に運ぶ
（2）監視誘導　［熊谷 宗平］［田沼 歩幹］[高杉 優記] [舘岡 瑛]　　   盛岡南・岩手・盛岡農業高校
① アイソレーションゾーン 
　　　・　選手のトイレ等の要請に応じ、競技参加者以外の選手、および観客等との接触がないよう

　　　　　案内・監視誘導補助をする　　　　　　

　　　・　選手をアイソレーションゾーンからコールゾーンへ送り出す補助をする
　　　・　オブザベーション時の選手の誘導補助をする
②　コールゾーン
· オブザベーション終了後にコールゾーンで待機する選手の誘導補助をする
· 予選のオブザベーションは前半と後半のグループが混合しないように誘導・案内の補助をする
③ 終了選手誘導 
· 競技終了選手を終了選手荷物受取場所へ誘導の補助をする
(3）物品運搬　［齊藤 諒太］［菅原　一］［佐々木 諒］［長沼 和貴］［佐々木 理玖］［佐藤　知真］　
盛岡工業・岩手高校　
· 荷物運搬役員の指示に従い、コールゾーンから終了選手荷物受取場所まで荷物を運搬する。
· 荷物を運び終えたら、荷物をカゴから出し、カゴをもってコールゾーンに戻る。通路は運ぶときと同様
· 受付から引き継いだ持ち込み禁止物（携帯電話又はこれに類する電子機器、コンピュータ等）を役員の指示に従い、選手に返却する
（4）公式記録  　　　［徳田 陽介］［熊谷 悠斗］　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛岡農業高校　
· 公式記録役員の指示に従い補助をする
（5）計測タイマー　　［玉山  輝・内宮稜 太］ ［徳永 太郎・千葉  遼］ ［川代  迅・大田 知希］
［工藤 諒太・杉澤 晧野］           　　　　　　　   　　　盛岡四・岩手高校
· 計測・タイマー役員の指示に従い補助をする
（6）成績入力集計    ［田代 初］［西森 優］［石川　彩花］ 　　　　　　　      　 　  　盛岡一高校　
① スタートリストを審判・受付・実施本部へは直接配布、他の部署には放送席で係に配付する
審判員　　　　　　　佐藤  　8枚       アイソレーション　　藤原　　 3枚(掲示2)A3
ルートセッター　　　松島    5枚　　　 選手誘導　　　　　　三浦　   1枚

競技公式記録  　　　前田    4枚　　 　コールゾーン　　　　佐々木 　3枚(掲示1)A3
計測・タイマー　　　伊藤    4枚　　 　選手受付　　　    　千葉　   5枚

成績集計  　　　　　土村　  2枚　　　 進行統括　　　　　　村上　   1枚
チーム名表示 　 　  室岡 　 2枚       救護　　　　　　　　中島     1枚　看護師①　  
アナウンス　　  　　川村    4枚　　   実施本部      　　　滝内     1枚
物品運搬　　　　　　桑原    2枚                            合計 ４６枚　　　                                                      
② ジャッジペーパー ・班別成績表
成績入力集計役員からジャッジペーパー・班別成績表を受け取り、副主任審判員 佐藤 に渡す

③ 競技中は、副主任審判員からジャッジペーパーを受け取り、主任審判員に渡す
主任審判員が確認したジャッジペーパーを成績集計入力役員に渡す
（7）チーム名・速報表示   ［加藤 翔馬］［石嶋 魁人］［中澤 大翔］［松峯 快成］    　　盛岡南高校　
　 　・　表示役員の指示に従い、成績速報・本成績表、競技チーム名を掲示する
（8）進行アナウンス　　　 ［小野 聖那］［佐々木 愛乃・細田 まゆ］　　　　  　　　　盛岡誠桜高校　
・　進行アナウンス（ナレータ）役員の補助をする
引率者 　７高校8人　　補助員合計　２８(33)人　
盛岡一高校３人：清藤祐貴雄　佐藤 幸久　　盛岡四高校４(8)人：榎本　拓　　
盛岡南高校８人：千葉　真英  　盛岡農業高校３人：近藤 修三　　 盛岡工業高校５人：高橋 達弥

岩手高校　３人：新田　亮一 　 盛岡誠桜高校２(3)人：八重樫 哲生
42

